
 

 

 
 

丙午の年に考える「勢い」と「学びの質」 
― ３学期、成長を“自分の力”にするために ― 

 

新しい年を迎え、３学期が始まりました。久しぶりに登校して

きた子供たちの表情には、少しの緊張と、それ以上の期待が感じ

られます。校舎に響くあいさつの声や、友達と再会したときの笑

顔を見ていると、学校はやはり「人が集い、成長し合う場」なの

だと改めて実感します。 

３学期は、一年間のまとめであると同時に、次の学年、そしてその先の成長へとつながる大切な

「仕上げと準備」の学期です。学期としては短い期間ですが、ここでの過ごし方が、子供たちの成

長の質を大きく左右します。だからこそ３学期は、「急いで終わらせる学期」ではなく、「これまで

の歩みを確かめ、次へつなげる学期」だと考えています。 

さて、今年の干支は「丙午（ひのえうま）」です。干支というと十二支だけを思い浮かべる方も多

いかもしれませんが、実際には「甲・乙・丙・丁…」と続く十干と、「子・丑・寅…」の十二支を組

み合わせた六十干支で成り立っています。 

十干は、物事が芽生え、育ち、成熟し、次の段階へ移っていく過程を表しており、その中で「丙」

は、内に蓄えられていた力が外へ向かって現れ、勢いよく広がる段階を意味します。一方、「午」

は、太陽が最も高く昇る正午を表し、物事が頂点に達する状態を象徴しています。つまり「丙午」

とは、力と勢いが大きく高まる年であると同時に、その力をどのように使うのかが問われる年だと

捉えることができます。火は、正しく使えば人を温め、明るく照らしますが、扱い方を誤れば危険

にもなります。古くから丙午が語り継がれてきた背景には、勢いだけに任せることへの戒めと、判

断力や節度の大切さが込められているように思います。 

この考え方は、現代の子供たちの学びや成長にもそのまま重な

ります。３学期になると、「もっとできるようになりたい」「次の

学年では頑張りたい」という前向きな気持ちが、子供たちの中に

自然と芽生えてきます。それ自体はとても大切なことです。しか

し同時に、「何のために学ぶのか」「自分はどんな力を身に付けた

いのか」を考えることが、学びの質を大きく高めます。 

小倉台小では、日頃から「授業を第一に」を合言葉に、子供た

ちがただ知識を身に付けるだけでなく、「わかった」「考えが深まった」「友達と意見を交わせた」と

実感できる学びを大切にしています。また、本校の合言葉である「わにまる」―「わ：ひろげよう

友達の輪」「に：にっこり笑顔であいさつ」「ま：まもろう命」「る：ルールを大切に」―は、学びの

土台となる生活や人との関わり方を、子供たち自身の行動として定着させるためのものです。勢い

よく伸びる力が、正しい方向へ向かうためには、こうした日常の積み重ねが欠かせません。 

３学期には、学習のまとめだけでなく、自分自身の成長を振り返る場面が多くあります。その中

で、できたことだけでなく、うまくいかなかった経験や努力の過程にも目を向け、「次はどうしたら

よいか」を考える力を育ててまいります。また、私たち教職員も、日々の教育活動を振り返りなが

ら、「この関わりは子供のためになっているか」「もっとよい方法はないか」を考え続けていきます。

これは、丙午がもつ「勢いを次へ生かす」という考え方そのものだと感じています。 

ご家庭でも、結果だけでなく、子供がどんな思いで取り組んできたのか、どんな工夫をしてきた

のかに耳を傾けていただければ幸いです。大人が子供の歩みを丁寧に受け止めることで、子供たち

は安心して次の一歩を踏み出すことができます。 

丙午の年の大きなエネルギーを、一時の勢いで終わらせるのではなく、確かな成長へとつなげて

いくこと。そのために、３学期も、学校と家庭、そして地域が同じ方向を向いて子供たちを支えて

いきたいと考えています。教職員一同、一人ひとりの歩みに丁寧に寄り添いながら、次の学年へと

つなげる３学期にしてまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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本校の教育目標 
豊かな心を育み、自ら学び、 

たくましく生きる子どもの育成 

＜１月の生活目標＞ 

寒さに負けず元気にすごそう 

２日（月）教育相談(～20日) 
     読み聞かせ（2･4･6年･おおそよ） 
     うで自慢大会(低) 
３日（火）性に関する指導(6年:5校時) 
     うで自慢大会(中) 
４日（水）うで自慢大会(高) 
５日（木）全校朝会 
６日（金）新入生保護者説明会(午前) 
     スポット避難訓練 
７日（土）地区防災連絡会議 
９日（月）委員会活動 
     英語マスター2回目 6年 

１０日（火）安全点検日 
１１日（水）建国記念の日 
１２日（木）代表委員会 
１６日（月）クラブ活動【8】(最終) 
１７日（火）全校 5時間授業 下校 14:10 
１８日（水）3年房総のむら見学 
２３日（月）天皇誕生日 
２４日（火）委員会活動【最終】※月曜日課 
２５日（水）全校 5時間【1】 下校 14:10 
２６日（木）木曜全校 5時間【2】 下校 13:55 
２７日（金）全校 5時間【3】 下校 14:10 
      6年生を送る会(2～3校時) 
      学校関係者評価会議 

２月の主な行事予定※変更の可能性あり 

７ 水 ３学期始業式  
全校 3時間 下校 11:35 
学校評価アンケート(～13日) 

８ 木 給食開始 
校内書き初め大会 1 日目（5･6 年） 
発育測定(3･6年) 
のど･うで自慢予選(低) 

９ 金 英語マスター2回目 5年 
校内書き初め大会 2日目（1･2･4･6年）  
歯科保健指導(3年) 
のど･うで自慢予選(低) 
安全点検日 

１２ 月 成人の日 
１３ 火 月曜日課 

英語マスター2回目 5年 
委員会活動 
校内書き初め大会３日目（3 年） 
発育測定(4年) 
のど･うで自慢予選(中) 

１４ 水 避難訓練(地震・1校時) 
印西漢字マスター3回目 
発育測定(2年) 
のど･うで自慢予選(中) 

１５ 木 子どもリサイクルデー 
発育測定(おおそよ･1年) 
第８回家庭教育学級･閉講式 
代表委員会 

１６ 金 避難訓練予備日(地震・1校時) 
発育測定(5年) 

１７ 土 父母教運営委員会 選考委員会 
１９ 月 のど･うで自慢予選(高) 
２０ 火 陸上練習開始 

読み聞かせ(1･3･5年･おおそよ) 
のど･うで自慢予選(高) 

２２ 木 現場学習(6年:歴史探索) 
２３ 金 授業参観日（全学年 2～3校時） 

全校 5時間 下校 14:10 
２６ 月 クラブ活動【7】 

クラブ見学(3年) 
のど自慢大会（低） 

２７ 火 のど自慢大会（中） 
２８ 水 のど自慢大会（高） 
３０ 金 6年木刈中体験学習 
 

冬の体育授業時の服装について 

以下の点についてお願いします。 
○スポーツメーカー等のジャージ、ウィンド 
 ブレーカーは着用可。トレーナーも着用可。 
△フード付きは不可であるが、ウィンドブレー 
カーであらかじめ収納されているものは可。 

※ご不明な点は、学校及び学級担任までお問い 
合わせください。 

困ったことがあれば相談してください   

３学期のスクールカウンセラー(SC)出勤日です。 

１月１９日（月）、２月２日（月）、２月１６日

（月）、３月９日（月）です。 

SC との面談を希望される場合は、事前予約をお

願いします。【窓口：教頭】 

１月の主な行事予定 

２０２６年がスタートしました。今年も子供
たちが安全で安心した学校生活が送れるよう取
り組んでまいります。 
さて、新年が明け、ますます冬らしい寒さに

なってきました。登下校の際、それぞれが寒さ
対策をする中で、特に次の２つの点が気になり
ます。 
①手袋をせず、ポケットに手を入れている。 
・バランスを崩して転びやすく、転んだ際、 
 手がつけず顔面から地面に倒れこんでしま 
う。 

②フードをかぶって歩く。 
・視界が悪く、周りの状況を判断しにくい。 
学校では、手袋を着用することやフードでは 

なく帽子や耳あてにすることなどの声かけをし
ています。ご家庭でもご配慮をよろしくお願い
します。 
 寒くなり、登校時刻が遅くなっている児童も
見られます。時間に余裕をもって登校できるよ
う、朝の準備をお願いします。 
 また、登下校の際の自家用車での送迎は、駐
車スペースがないことから、お控え願っており
ます。重ねてのお願いとなりますが、ご理解を
お願いします。 

児童の登下校に関してのお願い 


